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號

卒
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十
二
月

唯
識
学
派

の
極
.微
論
を
め
ぐ

る
問
題

極
微
論
受
容

の
意
図
に
つ
い
て

加

藤

利

生

唯
識
学
派
が
、
そ
の
外
界
非
実
在
性
論
証
に
於
て
仏
教
内
外
の
極
微

論
を
批
判
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ

と
同
時
に
、
こ
の
学
派
に
は
、
『鍮
伽
師
地
論
』
以
来
の
独
自

の
極
微

(1
)

論
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

唯
識
学
派
の
極
微
論
の
特
徴
は
、
極
微
を
覚
慧
に
よ
る
分
析

に
よ
る

(2
)

も
の
と
し
て
実
体
視
せ
ず
、
極
微
の
積
集
の
量
的
把
握
、

つ
ま
り
、
鹿

色
の
構
成
員
と
し
て
の
極
微
と
い
う
実
体
的
な
量
を
持

つ
存
在
を
認
め

な
い
点
に
あ
る
。
極
微
と
い
う
概
念
は
、
本
来
仏
教
が
有
し
て
い
た
物

質
観
に
は
な
く
、

お
そ
ら
く
は
外
教
の
影
響
の
下
に
、
先
づ
有
部
に
於

(3
)

て
受
容

・
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
本
来
実
体

的
な
も
の
と
し
て
扱
か
わ
れ
て
き
た
極
微
と
い
う
概
念
を
、
非
実
体
的

な
も
の
に
す
り
変
え
て
ま
で
唯
識
学
派
が
受
容
し
用
い
た
の
は
何
故
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
『鍮
伽
師
地
論
』
巻
五
十
四

に

は
、
唯
識
学
派
が
極

微
を
説
く
目
的
と
も
考
え
ら
れ
る
極
微
建
立
の
五
種

の
勝
利
が
挙
げ
ら

(4
)

れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
五
種
勝
利
を
中
心
に
、
唯
識
学
派
の
極

微
論
受
容

の
意
図
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

『鍮
伽
師
地
論
』
に
説
か
れ
る
極
微
建
立
の
五
種
の
勝
利
と
は
次
の

五
つ
で
あ
る
。

(1)

由
下分
コ析

三
合
聚
色
一安
立
方
便
上於
所
縁
境
便
能
清
浄
廣
大
修
習

(
2
)

能
漸
コ噺
薩
迦
耶
見
一

(3)

如
能
漸
コ断
薩
迦
耶
見
一如
レ是
亦
能
漸
コ断
僑
慢
鱒

(4)

能
漸
コ伏
諸
煩
悩
纒
一

(
5
)

能
速
疾
除
ゴ遺
諸
相
一

こ
の

『鍮
伽
師
地
論
』
の
所
説
に
つ
い
て
、
『
顕
揚
聖
教
論
』
に

は
言

及
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
で
は
、
こ
れ

ら

が

(
5
)

次
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

(6)

為
遣
三
合
想
故

(7)

為
悟
入
諸
有
色
非
眞
實
故

さ
ら
に

『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
で
は
、
先

の
(
6
)
(
7
)

に
対
し
説
明
を

加
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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問
若
諸
極
微
無
實
膿
性
何
故
建
立
σ
答
爲
遣

三
合
想
故
α
若
以
覚
慧
分
分
分

析
所
有
諸
色
。
爾
時
妄
執
一
切
諸
色
爲

三
合
想
即
便
捨
離
。
由
此
順
入
数
取

趣
無
我
性
故
。
又
爲
悟
入
諸
所
有
色
非
眞
實
故
。
若
以
覚
慧
如
是
分
析
所
有

諸
色
至
無
所
有
。
爾
時
便
能
悟
入
諸
色
皆
非
眞
實
。
因
此
悟
入
唯
識
道
理
。

(6
)

由
此
順
入
諸
法
無
我
性
故
。

つ
ま
り
、
先
の
(
6
)
(
7
)

に
対
し
こ
こ
で
は

(
8
)

由
比
順
入
敷
取
趣
無
我
性
故
'

(9)

因
此
悟
入
唯
識
道
理
。
由
此
順
入
諸
法
無
我
性
故

と
解
説
が
加
え
ら
れ
人
法
二
無
我

へ
の
悟
入
の
た
め
極
微
が
説
か
れ
る

と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
色
の
無
か
ら
人
法
二
無
我

へ
悟
入
す
る
と

い
う
図
式
的
説
明
は
別
と
し
て

『鍮
伽
師
地
論
』
の
説
く
五
種
勝
利
の

内
容
は
、
極
微
論
と
の
関
わ
り
が
曖
昧
で
あ
り
、
特
に
(
3
)
(
4
)

に
述
べ
ら

れ
る
僑

慢
や
煩
悩
等
と
極
微
と
の
関
係
は
理
解
し
に
く
い
も
の
で
あ
る

と
い
え
る
。
そ
こ
で
極
微
と
の
関
連
が
比
較
的
理
解
し
や
す
い
薩
迦
耶

見
と
極
微
と

の
関
係
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
問
題
の
考
察

を

進

め

た

い
。薩
迦
耶
見
と
極
微
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
仏
教

の
極
微
論
資
料

と
し
て
確
認
し
得
る
最
古

の
も
の
と
さ
れ
る

『大
毘
婆
沙
論
』
巻
八
に

引
用
さ
れ
る

『
六
法
論
』
の
所
説
と
の
関
わ
り
で
す
で
に
論
及
さ
れ
て

お
り
、
極
微
論
を
仏
教
が
取
り
入
れ
た
当
初
か
ら
、
有
身
見
と
極
微
と

の
関
係
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

問
爲
レ有
下縁
二
一
極
微
三起
中薩
迦
耶
見
上
不
。
設
爾
何
失
。
若
有
者
此
鷹
三是
正

見
非

二
薩
迦
耶
見

幻
所
以
者
何
。

要
眞
實
行
智
方
見

二極
微

一故
。

若
無

者

六

法
論

説
當
二
云
何

通
幻
如

二彼
論
説

叩
極
微
是
常
各
別
住
故
。

此
各
別
住
非
二
無

常
因
叩
是
故
極
微
決
定
常
住
。
彼

説
云
何
謹

嵩此
見

縁
二
極
微

叩
彼
説
下
邊
執
見

縁
二
極
微

一爲
レ
境
。

謹
嵩有
身
見
亦
縁

二極
微
叩
身
邊

二
見
所
縁

二
故
加
答
無
下

縁

・二

極
微

一起
中
薩
迦
耶
見
加

問
若
爾
六
法
論
説
當
二
云
何
通
叩
答
彼

論
所
説

不
レ
順

一一正
理

三不
レ
可
レ
引
嵩
謹
此
縁
二
極
微

叩
謂
彼
論
中
更
説
二多
種

不
順
理
因

一

不
レ
可
レ
爲
レ
謹
。

有
飴
師
説
。
有

下縁

二
一
極
微

一起
申
薩
迦

耶
見
加
問
若

爾

此

鷹
三
是
正
見
非

二薩
迦
耶
見
叩
答
此
約
一一所
縁

一故
説
レ
有
。
非
下約

二現
起

-故
説
う

有
。

評

日
。
彼
説
非
理
。
所
以
者
何
。
如
何
此

見
能
住
二
所
縁

一而
不
レ能
レ
起
。

(7
)

是
故
前
説
於
レ理
爲
レ勝
。

こ
こ
で
の
議
論
は
、

三
極
微
を
縁
じ
て
薩
迦
耶
見
を
起
こ
す
者
が
有
る

か
否
か
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
若
し

「
有
り
」
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
正

見
で
あ

っ
て
薩
迦
耶
見
と
は
言
え
な
い
し
、
「
無
い
」
と
す

れ

ば

『
六

法
論
』

の
所
説

に
違
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る

『
六

法
論
』

の
所
説
を
ま
と
め
る
と

「極
微
は
常
住

で
あ
り
、
身
邊
二
見
の

所
縁
は

一
で
あ
る
か
ら
有
身
見
も
邊
執
見
も
極
微
を
縁
じ
る
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
『
婆
沙
論
』
は

『
六
法
論
』
の
所
説
に
は
他
に
多

く

正

理
に
順
じ
な
い
説
が
含
ま
れ
る
か
ら
引
証
に
な
ら
な
い
と
し
て
退
け
、

一
極
微
を
縁
じ
て
薩
迦
耶
見
を
起

こ
す
者
有
り
と
す
る
説
に
つ
い
て
は

極
微
を
縁
じ
て
起
き
る
の
は
薩
迦
耶
見
で
は
な
く
正
見
で
あ
る
と
す
る

の
を
理
に
於
て
勝
る
と
評
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
認
識
可
能
な
極
微
は

七
極
微
よ
り
成
る
微
塵
で
あ
り
、
こ
れ
を
見
る
こ
と

の
で
き
る
の
は
天

(8
)

眼

・
転
輪
王
眼

・
住
後
有
菩
薩
眼

の
三
の
み
で
あ

っ
て
凡
夫
に
は
認
識

唯
識
学
派
の
極
微
論
を
め
ぐ
る
問
題

(加

藤
)
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唯
識
学
派
の
極
微
論
を
め
ぐ
る
問
題
 
(加

藤
)

さ
れ
な

い
か
ら
、

一
極
微
を
縁
じ
て
生
じ
る
の
は
薩
迦
耶

見

で

は

な

く
、
真
実
行
智
に
よ
る
正
見
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
考
え
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
ま
た

『婆
沙
論
』
巻
八
に
は

『
六
法
論
』
の
所
説
に
関

連
し
て

「
五
親
に
於
て

三
合
想
を
起
こ
し
執
し
て

三
我
と
為
す
」
と
い

(9
)

う
表
現
が
見
ら
れ
、
(
6
)で

『
集
論
』
が
、

「爲
遣

三
合
想
故
」
と
述
べ

た

三
合
想
と
は
、
五
蔽
等

を
全
体
と
し
て

三
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
極
微
と
有
身
見
と
の

関
わ
り
は
、
色
あ
る
い
は
五
纏
を
我
と
執
す
る
際
に
、
そ
の
構
成
要
素

と
し
て

の
極
微
を
考
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

有
身
見
に
対
す
る
有
部
と
唯
識
学
派
の
立
場

の
違
い
は
、
有
身
見
を
断

じ
る
た
め
に
、
有
部
で
は
、
色
を
極
微
に
ま
で
分
析
し
、
色
の
究
極
的

構
成
要
素

で
あ
る
極
微
の
実
有
に
対
し
そ
の
集
合
体
で
あ
る
色

・
五
慈

の
総
体
を
仮
と
す
る
こ
と
に
よ
り
有
身
見
を
断
じ
る
の
に
対
し
、
唯
識

学
派
は
色
の
実
在
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
有
身
見
を
断
じ
よ
う
と

す
る
点
に
あ
り
、
そ
の
た
め
、

一
般
に
色
の
究
極
的
構
成
要
素
と
さ
れ

て
い
た
極
微
を
非
実
体
的
な
概
念
に
す
り
か
え
た
上
で
受
容
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
有
部
と
唯
識
の
極
微
論
初
出
文
献
か
ら
、
有
身
見
を
断
じ
る

と
い
う

こ
と
と
極
微
を
観
ず
る
と
い
う
こ
と
が
深
く
関
わ

っ
て
い
た
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
有
身
見
を
断
じ
る
と
い
う

こ
と
が
、
仏
教
が
極
微
と
い
う
概
念
を
用
い
る
に
至
っ
た
大
き
な
要
因

で
あ

っ
た
と
い
う
視
点
か
ら
改
め
て

『鍮
伽
師
地
論
』
の
説
く
極
微
建

立

の
五

種

勝

利

を

な

が

め

る
な

ら

ば
、

極

微

論

と

の
関

連

が

曖

昧

に
思

わ

れ

た
(
3
)
(
4
)

に

つ

い
て
、

そ

れ

が
、

非

実

体

的

極
微

を
観

じ

る

こ
と

に

よ

り
、

所

縁

の
境

を

観

察

し
諸

相

を

除

遣

し
、

薩

迦

耶

見

を

断

じ
、

我

と
我

法

に
対

す

る

執

着

を

離

れ

る

こ
と

に
よ

り
、

薩

迦

耶

見

か

ら
生

じ

る
橋

慢

や

煩

悩

か

ら

離

れ

る
と

い
う

よ

う

に
、

い
わ
ぽ

二
次

的

な

意

味

で
、

極

微

を

説

く

こ
と

の
効

用

と

し

て

挙

げ

ら

れ

て

い

る
も

の
と

理
解

す

る

こ
と

が

で
き

る

で
あ

ろ

う
。

1
 
喩
伽
行
派

の
極

微
論
に

つ
い
て

は
、
拙
稿

「
『
喩
伽
師
地
論
』
に
見
ら
れ

る
喩

伽
行
派

の
極
微

論

の
特
色
」
(印

仏
35
1

2
)
「
喩
伽
行
派

の
物
質
観

を
め
ぐ

る
問
題
」

(宗
教

研
究
61
1
4
)

の
他
、
早
島
理
氏

に
よ
る

一
連

の

論
文

「『
顕
揚
聖
教
論

』
に
見

ら
れ
る
極
微
説
」
(印
仏

37
-

1
)

「
極
微
説

管
見
ー
喩
伽
行
唯
識
学
派

を
中

心
に
l
」
(
長
崎
大
学
教
育
学
部

人

文

科

学
研
究
報
告

第
38
号
)
が

あ
る
。

2
 
極
微
を
量
的

に
扱

か
う
有
部
系

の
定
義

は
大

27
7
0
2
a

・
大
28
8
8
6c大

29

62

a
b
大

29
5
2
1
b

c

・
大
29
2
8
5
5

b
等

に
示
さ
れ
る
。

3
 
上
杉
宣
明

「
説

三
切
有

部

の
極

微
論
研
究
」
仏
教
学

セ

ナ
ー
24

・
P

37
4
 
大

30
5
9
8
b
 

5

大

31
6
7
5
b

6
 
大

31
7
2
1c
 

7
 

大

27
37
b

c

8

『婆

沙
論
』
巻

獅
大
2
7
7
0
2

a
に
よ
る
。

同
様

の
所
説

は
、
大

28
8
8
6
c
に

説
か
れ
る
他
、

大
25
8
6
7c
に
も
類
似

し
た
表
現
が
あ

る
。

9
 
大

27
38

a

※
本

稿

は
宗
教

研
究
61
-

4
の
拙
稿

に
続
く
も

の
で
あ
る
が
、

前
稿

の
注

7

に
挙
げ

た
資
料

に

つ
い
て
誤
り
が

あ
る

の
で
こ
の
場
を
借
り
て
訂
正

し
て

お
き
た
い
。

誤
、

大
31
5
7
5
中
↓
正
、

大

31
晒
中

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

極
微

論
、

有
身
見
、

『
楡
伽
師
地
論
』
、
『
六
法

論
…』

(
龍
谷
大
学
大
学
院
)
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